
広報こうなん平成24年3月 36ホームページは http://www.city.konan.lg.jp/

　

野
外
活
動
や
奉
仕
活
動
な
ど
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
通
し
て
、

自
立
心
や
協
調
性
、
他
人
を
思
い
や

る
心
、
感
動
す
る
心
な
ど
、
た
く
ま

し
く
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
た

健
全
な
少
年
、少
女
を
育
成
し
ま
す
。

対
象
者
（
男
女
問
わ
ず
）

・
ビ
ー
バ
ー
隊
…
年
長
組
～
小
学
校

２
年
生

・
カ
ブ
隊
…
小
学
校
２
年
生
～
５
年

生
・
ボ
ー
イ
隊
…
小
学
校
５
年
生
～
中

学
生

申
込
・
問
合
せ

・
江
南
第
１
団　

倉
知
宏
行
（
☎
56

―
２
７
２
６
）
古
東
小
、古
西
小
、

古
南
小
、
古
北
小
学
校
区
ほ
か

・
江
南
第
２
団　

石
黒
雅
之
（
☎
０

９
０
―
６
４
６
６
―
１
４
５
４
）

布
袋
小
、
布
袋
北
小
学
校
区
ほ
か

・
江
南
第
３
団　

苅
谷
有
朗
（
☎
55

―
１
９
０
７
）
藤
里
小
、草
井
小
、

門
弟
山
小
学
校
区
ほ
か

・
江
南
第
４
団　

伊
藤
敏
行
（
☎
57

―
３
５
８
１
）
宮
田
小
学
校
区
ほ

か

　

市
内
小
中
学
校
で
は
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

に
対
し
、
教
員
の
指
導
の
下
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
な
ど
の
支
援

を
し
て
い
た
だ
け
る
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

目
的　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を

よ
り
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

任
期　

１
年
間
（
再
任
も
可
）

活
動
時
間　

各
自
の
時
間
に
合
わ
せ

て
調
整（
例　

毎
週
水
曜
日
な
ど
）

活
動
場
所　

市
内
小
中
学
校

資
格　

将
来
、
教
師
や
保
育
士
な
ど

の
子
ど
も
と
か
か
わ
る
仕
事
を
目

指
し
、
子
ど
も
が
好
き
な
方

申
込
・
問
合
せ　

教
育
課
（
内
線
３

４
６
）
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。     

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
、身
に
付
け
て
お
き
た
い
こ
と
や
、

知
っ
て
い
る
と
便
利
な
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。「
自
立
し
た
賢
い

消
費
者
」
を
目
指
し
て
、
共
に
学
習

し
話
し
合
う
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容

・
日
常
生
活
に
役
立
つ
知
識
の
勉
強

・
施
設
見
学
お
よ
び
他
市
消
費
生
活

展
の
視
察

・
消
費
生
活
展
（
11
月
18
日
㈰
開
催

予
定
）
の
事
前
準
備
、
当
日
参
加

お
よ
び
協
力
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
）

・
消
費
生
活
講
座
へ
の
参
加
（
年
４

回
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
平
成
４
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
月
１
回
の
会
議
な
ど
に
出
席

で
き
る
方　

募
集
人
員　

15
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
地
域
な
ど
を
考
慮
し
て
決

定
し
、後
日
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

任
期　

依
頼
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で

謝
礼　

出
席
１
回
に
付
き
１
、
０
０

０
円
（
年
間
18
回
程
度
）

申
込
・
問
合
せ　

３
月
15
日
㈭
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
〒

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
）、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
〒

483
―

8701
（
住
所
不
要
）
内
線

２
２
５
）
へ
（
電
話
可
）。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　
　
　

隊
員

江
南
市
ス
ク
ー
ル

　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

前
回
、
第
11
条
で
市
民
や
事
業

者
な
ど
に
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
の

活
動
へ
の
参
加
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
が
、今
回
は
、

逆
に
、“
参
加
さ
れ
る
側
”
の
自

治
力
の
向
上
や
組
織
運
営
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

第
12
条
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
組

織
の
一
つ
で
あ
る
地
縁
に
よ
る
団

体
（
区
・
町
内
会
）
に
対
し
自
治

力
の
向
上
を
求
め
、第
13
条
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
組
織
の
運
営
の
あ
り

方
を
示
し
て
い
ま
す
。

第
12
条
　
地
域
の
自
治
力
の
向
上

　
「
地
縁
に
よ
る
団
体
は
、
地
域

住
民
の
自
主
的
な
参
加
の
も
と

に
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
治
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。」

　

地
縁
に
よ
る
団
体
（
区
・
町
内

会
）
に
、
地
域
の
自
治
力
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。
地
域
課
題
の
解
決
に

当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見
を

集
約
し
、
地
域
と
し
て
決
定
、

実
行
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の

過
程
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
自
治
力
が
向
上
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
13
条
　
ま
ち
づ
く
り
組
織
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
営

　
「
ま
ち
づ
く
り
組
織
は
、
誰
も

が
参
加
し
や
す
い
運
営
に
努
め
る

こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
の

組
織
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
課

題
の
解
決
等
を
図
り
ま
す
。」

　

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
、
開

か
れ
た
組
織
に
な
る
よ
う
な
運

営
に
努
め
る
こ
と
と
、
必
要
に

応
じ
て
他
の
団
体
な
ど
と
協
働

が
で
き
る
よ
う
な
活
動
の
柔
軟

性
を
求
め
て
い
ま
す
。

※
ま
ち
づ
く
り
組
織
…
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
に
構
成
さ

れ
た
組
織
で
、
区
・
町
内
会

や
、
ま
ち
づ
く
り
を
主
な
目

的
と
し
て
公
益
活
動
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
組
織
。
法
人

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

地
域
協
働
課
（
内
線

３
２
３
）

江
南
市
市
民
自
治
に
　
　

　
よ
る
ま
ち
づ
く
り
　
　

　
　
　
基
本
条
例
の
中
身

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
５

⑩

協働と参加
情報共有で
まちづくり


